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ハンガリー選手が「事前キャンプ」

号 外

北区は、１１月２８日の区議会建設

委員会（大沢たかし委員長）に「ナ

ショナルトレーニングセンター周

辺のバリアフリー化促進」と題す

る報告書を提出しました。

それによると、西が丘の「ナショナ

ルトレーニングセンター拡充棟（第２

ＮＴＣ）」が３１年７月に供用開始の予

定になっていることから、パラアスリ

ート等が安心して利用できるよう第２

ＮＴＣ周辺のバリアフリー化の早急な

整備が必要と求めています。

これが関連して、日本パラリンピア

ンズ協会が１０月３日、同周辺の調査報

告書を発表。これに基づいて「関係省

庁連絡会議」が設置され、道路、交通

等事業者の連携によりバリアフリー化

等の促進を図ることを述べています。

日本パラリンピアンズ協会の主な報

告内容は次のようです。
■視覚障害者が安全に渡れる信号機

の設置／歩行者用の青信号点灯時間の

最適化�ＨＰＣ地区周辺の５交差点の

うち、４か所の信号機（都立赤羽商業高

校交差点以外）は早期に改善が必要。特

に国立スポーツセンター前の交差点は

最優先に改善されることを要望する。
■ハイパフォーマンスセンター（Ｈ

ＰＣ）周辺および駅からの動線におけ

る点字ブロックの設置、段差・溝など

危険個所の解消�ＨＰＣ周辺の点字ブ

ロックの設置を優先して行う。今回の

調査で視覚障害者が壁面を伝って歩く

場合、店舗入口等で切れ目があったり、

自転車が置かれていることがあるなど

ＨＰＣ周辺道路には危険が多いことが

明らかになった。
■赤羽駅のアクセシビリティの改善

�駅改札口の対応について、分かりや

すい情報発信を依頼すること、ＨＰＣ

へ向かう複数のバス路線について、バ

スロータリーのどの停留所が最適なの

か、分かりやすい案内表示が必要。障

害者のバス利用について、乗務員への

理解と啓発教育をお願いしたい。
■こころのバリアフリーの普及啓発

～バスドライバーや地域住民への啓発

�ハード面の整備とあわせ、こころの

バリアフリーについて、人々の意識を

変え、行動変容を起こす効果的な方策

について、デザイナーやクリエーター

などのコミュニケーションの専門家の

知見を借りて、インクルーシブな社会

に向けたメッセージが軽やかに伝わる

新たな方法を模索したい。
■終わりに、先進的なまちづくりの

ショーケースとなるような整備を北区

西が丘地区（ハイパフォーマンスセン

ター周辺）において実施し、すべての

人がストレスなく移動でき暮らすこと

のできる社会のあり方を示してほし

い。オリンピック・パラリンピックを

めざす様々なアスリートが街を行き交

い、応援する人たちと身近に接する機

会の多いＨＰＣ周辺地区は、インクル

ーシブな社会の最前線となり得る潜在

力を持つ。ここから得られるユニバー

サルデザインのノウハウと、温かいコ

ミュニティのあり方が全国へと広が

り、２０２０年大会開催のレガシーの一つ

となることに期待する。

◇

（注）第２ＮＴＣ（ナショナルトレ

ーニングセンター拡充棟）�３１年７月

開業。地上６階、地下１階で、アーチ

ェリー、水泳、卓球、射撃、フェンシ

ングのほか、車いすバスケットボール

やシッティングバレーボールなどの共

用体育館を整備した。食堂や宿泊施設

も完備される。

北区は１１月２６日、東京オリンピック

・パラリンピック大会に参加するハン

ガリーの柔道とフェンシング両競技団

体と「事前キャンプ実施に関する覚書」

を締結しました。

北区には、味の素ナショナルトレー

ニングセンター（西が丘３丁目）と国

立スポーツ科学センター（同）など、

世界レベルのアスリートが集まる施設

があり、区では「トップアスリートの

まち・北区」を掲げ、東京五輪競技大

会に向け様々な取り組みを推進してい

ます。その中で、北区は国際競技連盟

（ＩＦ）基準を満たしている施設に「区

立赤羽体育館」（フェンシングと車イ

スフェンシング）と「区立滝野川体育

館」（柔道）があることから、ハンガ

リーの選手団が両体育館で「事前キャ

ンプ」の使用を北区に申し入れ、覚書

を交わすことになりました。

この覚書にはハンガリーの柔道協会

トート・ラズロ会長とフェンシング連

盟ジョルト・チャンパ会長と花川区長

が調印式に臨み、キャンプ実施中は、

北区民の交流や子どもたちとの国際理

解を深める考えを示しています。第２ＮＴＣ完成イメージ図

北区自民だ よ り

昭和３６年３月生まれの５７歳、赤

羽台中（現桐ヶ丘中）、日大豊山

高校、日本大学経済学部卒業、赤

羽アボードＩ自治会副会長、マン

ション管理士、社会保険労務士

【現在】

・建設委員会委員長

・防災対策特別委員会委員

・政務調査会副会長

・北区都市計画審議会委員

平成３１年１月 （２）

北区議会議員 大沢たかし

責任ある区政を推進

区議会自民党
平成３１年１月号

活動リポート

【連絡先】

ご意見・ご要望がございましたら、

ご遠慮なくお寄せください。

連絡先 区役所控室

ＴＥＬ３９０８�７１４６

ＦＡＸ３９０５�７６５０

メールアドレス osawa@kita-jimin.jp

ホームページアドレス

http : //www.kita-jimin.jp/osawa/

３０年度所属委員会及び会派役職
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赤羽駅から西が丘スポーツセンターまでの道路整備


